
経尿道的尿路結石破砕術を受けられる患者さんへ 想定診断群（DPC)：11013x

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　様 主治医： 担当看護師：

月日 ／ ／ ／

手術前 手術後 1日目 2日目 3日目（退院）

観察 ・体温・血圧・脈拍などを測ります

活動
安静

・病棟内でお過ごしください
・病棟内でお過ごしくださ
い

・ベッド上でお過ごしく
ださい

・起床後歩くことができます
・初めて歩く時は看護師が付き添います
・病棟内でお過ごしください

・病院内でお過ごしくださ
い

・病院内でお過ごしください

・朝から食事が食べられます ・朝食までお食事がでます

清潔 ・シャワーができます
・シャワーも入浴もできま
せん

・寝たままうがいが出
来ます

・尿の管：回診時に抜きます
【１回目の排尿】
・採尿コップに取ってください
・終わったらナースコールでお知らせください（血尿の
確認をします）

説明
・入院生活・手術の流れ・入院診療計画
書の説明があります

その他

・手術に必要な同意書類などは、署名後
看護師へお渡しください
・手術中お待ちになるご家族の方は病
棟内でお待ちください

★病状によっては予定が変更されることがあります イラストは医療者用CDロングイラスト集より転載 大阪市立総合医療センター　泌尿器科 2011年 9月作成
(13508-A) 2026年 8月改訂

・基本的には10時～11時の退院となります
・看護師から診察券等をお渡しします
・看護師からの説明がすみましたら、１階で会計を済ませてお帰りく
ださい
・クレジットカード精算の方は、後日病院から明細書が送られてきま
す

☆注意していただきたいこと☆
・水分制限がない方は1日に1500mlを目安に水分摂取を心がけて
いただくことで、残った結石の破片を自然に出しやすくします
・激しい運動や長風呂は出血の原因になりますので、次回受診まで
はお控えください
・運動の再開時期は次回外来時に医師に確認してください
・尿に血液が混じっている間は、飲酒や熱いお湯への入浴は避け
て下さい

・排尿から一時的に血尿や下血を認めた場合は、術後の一時的な
変化と考えますが、以下のような症状がみられたら病院に連絡して
ください
★病院へ連絡が必要な症状★
・少量であっても血尿や血便が１ヶ月持続する場合
・血のりの様なものが混じり、尿が出にくいと感じたとき
・濃い色(トマトジュースにような色調～ワイン色）の尿や血便が継続
する、38度以上の発熱など異常な症状がある

・シャワーが可能です

排泄 ・制限はありません ・制限はありません
・尿の管が入ります
・便はベッド上で便器
を使用します 【2回目以降の排尿（退院まで）】

・毎回尿量を測定してください
・測った数値は専用の記録用紙へご自身で記録をお願いします
【注意】
・血尿が濃くなることがありましたら、お知らせください

・手術後医師からの説明があります
・ご家族は、病棟内でお待ちく ださい

・体温・血圧・脈拍などを測ります

食事
・治療または検査に応じた食事になりま
す
・夕食まで食べることができます

・食事は食べられません
・（　　）時まで水分が飲め
ます

・食事は食べられませ
ん
・手術後6時間後より
水分が飲めます ・水分制限のない方は1日に1500mlを目安に水分摂取を心がけてください

・抗生剤の点滴があります
（朝）

・退院薬があるときはお渡しします

検査
処置

・ネームバンドをつけさせていただきます
・身長と体重などを計ります
・レントゲンがあります

・血栓予防用の靴下をは
きます
・手術着に着替えます
・レントゲンがあります

・心電図モニターを付
けます
・状態に合わせて、必
要な方には酸素吸入
を開始します

・血液検査があります
・心電図モニターをはずします
・様子を見ながら、酸素吸入を中止します
・歩くことができれば、血栓予防の靴下を脱ぎます
・レントゲンがあります
・午前中に回診があります

・ネームバンドをはずします

注射
薬

・使用中の薬（飲み薬、塗り薬、貼り薬、
点眼薬、注射薬、その他お薬）を入院期
間分お持ちください
・持参薬は主治医確認後、内服の継続・
変更について説明します
・午前の手術予定の場合は点滴の針を
入れます

・朝の内服がある方は看
護師が薬をお渡しします
・午後から手術予定の場
合は、点滴の針を入れま
す

・点滴は、24時間翌朝
まであります

・抗生剤の点滴があります（朝・夜）

／　　

経過 入院当日
手術当日 手術後


